
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
総合チェック(2)

現時点での腹式、滑舌、アクセントの到達度をチェック

第 15 週
原稿読み(1)

腹式、滑舌、アクセントを意識する

第 16 週
総合チェック(1)

現時点での腹式、滑舌、アクセントの到達度をチェック

第 13 週
外郎売(4)

グループワークで読み分け

第 14 週
外郎売(5)

単独暗唱1

第 11 週
外郎売(2)

前半（早口言葉に入る前まで）に取り組む

第 12 週
外郎売(3)

後半に取り組む

第 9 週
アクセント(2)

文章のアクセントを調べて発音する

第 10 週
外郎売(1)

まずは文章に触れる。内容理解

第 7 週
子音の特徴(2)

各行の発音特性を研究

第 8 週
子音の特徴(3)

各行の発音特性を研究

第 5 週
母音の発音・発声

日本語の要である母音を確実に発音する

第 6 週
子音の特徴(1)

各行の発音特性を研究

最小限の力で最大限のパワーを出すための呼吸を習得

第 3 週
アクセント(1)

アクセント辞典の使い方

第 4 週
腹式呼吸(2)

腹式呼吸を意識した発声

参考文献・資料 ・「新明解日本語アクセント辞典」三省堂

履修上の留意点 特になし

授業計画

第 1 週
オリエンテーション(講師自己紹介、授業内容紹介、学生自己紹介）

日々自主的に行うトレーニングを紹介

第 2 週
腹式呼吸(1)

100%

①平常評価：受講態度＋学習意欲＝50％  ②期末「実技査定」各項目（発声/滑舌/アクセント）各33点の合計点：50％
①＋②＝成績評点

授業外における学修 特になし

教科書・教材 担当教員が作成した教材・資料

50% 課題評価 0% 平常評価 50% 合計

授業方法 視聴/実習による基礎理解と演習による応用力習得を反復履修する。

実務家教員による
実践的教育の内容

大学で演劇を専攻、職業劇団所属～芸能事務所所属を経て学校法人勤務を約20年間継続し現在に至る教員が 理論～
実践の両面から多角的に指導を施し 初級～応用へと着実にステップアップを図る。（※テキストは現場仕様～オリジナル
迄 多岐に亘る）

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
「話すための声」に必要なトレーニングを行う。自分の体を知る事、姿勢・立ち方に始まり、ストレッチ、腹式呼吸、発声・発
音から滑舌、アクセント等の重要さをオリジナルテキストを通じて、基礎を中心に実際に体を動かしながらトレーニングを
行う。

到達目標
腹式呼吸をマスターし、自在に呼吸をコントロールできる。正しい口の開け方を習得し、表情筋を駆使して日本語の美しい
発音ができる。標準語アクセントで話すことができる。

教員の実務経験 有：実務経験のある教員による授業科目 実務経験職種 俳優、ナレーター、声優、脚本/演出 等

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

通年

必修/選択区分 必修 授業形態 演習

担当教員 牧野　篤史

2025

科目名 ヴォイストレーニングⅠ 科目コード 5490

授業時間/週 前期2,後期2 時間/週 年次 1年 学期



第 34 週
最終チェック(2)

現時点での腹式、滑舌、アクセントの到達度をチェック

第 32 週
総合実践(3)

これまで習得した内容を網羅する

第 33 週
最終チェック(1)

現時点での腹式、滑舌、アクセントの到達度をチェック

第 30 週
総合実践(1)

これまで習得した内容を網羅する

第 31 週
総合実践(2)

これまで習得した内容を網羅する

第 28 週
セリフ(1)

セリフを発する中での腹式、滑舌、アクセント

第 29 週
セリフ(2)

セリフを発する中での腹式、滑舌、アクセント

第 26 週
フリートーク(1)

自由に話す中での腹式、滑舌、アクセント

第 27 週
フリートーク(2)

自由に話す中での腹式、滑舌、アクセント

第 24 週
外郎売(8)

ういろううりバトル2

第 25 週
原稿読み(4)

腹式、滑舌、アクセントを意識する

第 22 週
原稿読み(3)

腹式、滑舌、アクセントを意識する

第 23 週
腹式呼吸(4)

遠くに声をとばすには

第 20 週
アクセント(3)

文章のアクセントを調べて発音する

第 21 週
原稿読み(2)

腹式、滑舌、アクセントを意識する

授業計画

第 18 週
腹式呼吸(3)

現状チェックとステップアップを図る

第 19 週
外郎売(7)

ういろううりバトル1


